
（ 5年 11月分）

１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

83% 104%
81% 100%

90% 108%
90% 107%

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

105% 103%

125% 58%

79% 180%

98% 82%

79% 95%

110% 65%

89% 104%

52% 118%

70% 188%

46% 169%

92% 111%

134% 114%

43% 125%

50% 96%

75% 136%

70% 107%

50% 122%

33% 137%

112% 103%

93% 108%

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 922,680 728,661 1,651,340 208,189,275

加工野菜 0

花き

その他

冷凍食品

計 922,680 728,661 1,651,340 208,189,275

一般果実 336,659 641,111 977,769 139,168,711

加工果実 0

その他

冷凍食品

計 336,659 641,111 977,769 139,168,711

1,259,338 1,369,771 2,629,109 347,357,986

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表 

果
実

国内果実はみかん・リンゴ・柿中心の販売で、全体的に猛暑の影響により、数量減・単価高で推移した。特にみかん・柿は食味
も良く、順調な販売であった。全体的に高値基調で推移し、年内・年明けも同様な展開が予想される。

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

978 313

1,651 229

74

野
にんじん

富山県産が少なく、千葉県産中心の出回り。11月上中旬が少なく下旬から安定入
荷。 129

だいこん
富山県産の新川中心の販売。３Ｌ，２Ｌの太物中心の流れ。
入荷数量も前年並みで価格も安定。 298

野
菜

市  況  の  概  要

菜
馬鈴薯

北海道産は発芽・品質低下が多く出回りも多くない

95

入荷数量主 要 品 目

368 273

153

はくさい
茨城産を中心とした出回りで安定的な出荷が続いた。１２月からは需要が高まり、相
場上昇が見込まれる。 95 71

サンふじ
夏場の高温の為、数量減。着色遅れや下級品の割合が高くなった。上位等級は高
値傾向であった。 18

113

たまねぎ
北海道産中心の販売
高温の影響で作柄悪く貯蔵量は少ない 244 182

早生みかん
和歌山県産主体の入荷。和歌山県は裏年の為、入荷数量が減少したが、食味が良
いこともあり、高値で推移した。

298

実
アールスメロン

静岡県産。夏場の高温障害により、数量減・小玉傾向。上旬は大玉中心に高値で
推移。中旬は数量回復し、価格は下落。１２月が近づくと年末ギフト需要で価格高騰
が始まった。

1

418

柿
８月、９月の猛暑により、内部障害が発生し、数量減・単価高で推移した。

50 335

408,306,671

果

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

869

バナナ
今年は昨年同月よりも円安の影響もあり、日本全国的に入荷減となった。需要を賄
える数量のみの入荷が続いている状況。

野
 
 

菜

200,117,396 408,306,671

0

200,117,396

合計 391,857,036 739,215,022

191,739,640 330,908,351

果
 
 

実

191,739,640 330,908,351

0

195

11月は上旬まで20℃を越える暖かい日が続くも、中旬からは気温が下がりようやく秋らしい気候を迎えた。野菜の生育面でも夏
期の高温・干ばつによる不作が多くの品目で解消に向かい、高値相場からの軟化が続く月となった。


